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衆
議
院
議
員
田
中
康
夫
君
提
出
「
休
眠
口
座
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
十
二
月
に
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
（
現
一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
。
以
下
「
全
銀
協
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
に
係
る
預
金
者
に
対
す
る
通
知
及
び
利
益
金
処
理
等
の
取
扱
基
準
（
以
下
「
取
扱
基
準
」
と

い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
旨
、
大
蔵
省
（
当
時
）
に
報
告
が
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
等
は
、
全
銀
協
が
定
め
た
取
扱
基
準
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
の
取
扱
い
に
関
し
、
国
税
当
局
が
全
銀
協
等
の
業
界
団
体
に
対
し
て
何
ら
か
の
要
請
や
指
導
を
し
た

事
実
は
確
認
で
き
な
い
が
、全
銀
協
が
定
め
た
取
扱
基
準
を
国
税
当
局
の
部
内
に
お
い
て
周
知
し
た
事
実
は
確
認
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
記
録
が
存
在
し
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。

一
の
�
及
び
�	
に
つ
い
て

一



我
が
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
成
長
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
推
進
会
議
に
お
い
て
調
査
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
お
答
え
す
る
と
、
国
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
及
び

労
働
金
庫
に
お
い
て
利
益
と
し
て
計
上
さ
れ
た
休
眠
預
金
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
期
は
約
八
百
四
十
六
億
円
、
平
成
二
十

二
年
三
月
期
は
約
八
百
八
十
三
億
円
、
平
成
二
十
三
年
三
月
期
は
約
八
百
八
十
二
億
円
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、

個
別
金
融
機
関
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
個
別
金
融
機
関
の
正
当
な
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
。
以
下
「
整
備
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
整
備
法
附
則
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
承
継
さ
れ
る
と
と
も

に
、
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
旧
郵
便
貯
金

法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
規
定
が
な
お
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
同
条
の
規
定
は
、
長
期
間
利
用
の
な
い
郵
便

貯
金
に
つ
い
て
権
利
関
係
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
催
告
し
て
も
な
お
か
つ
利
用
さ
れ
な
い
郵
便
貯

二



金
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
の
経
済
的
、
合
理
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
一

方
、
銀
行
の
預
金
に
つ
い
て
は
、
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
百
二
十
二
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
全
銀
協
が
定
め
た
取
扱
基
準
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
に
承
継
さ
れ
た
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
、
銀
行
の
預
金
と
同
様
の
取
扱
い
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

機
構
か
ら
は
、
通
常
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
、
旧
郵
便
貯
金
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
預
入
又
は
一
部
払

戻
し
の
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
前
に
機
構
が
案
内
を
発
送
し
た
件
数
は
、
平
成
十
九
年
度
は
約
十
万
二
千
件
、
平

成
二
十
年
度
は
約
十
七
万
八
千
件
、
平
成
二
十
一
年
度
は
約
二
十
二
万
四
千
件
、
平
成
二
十
二
年
度
は
約
四
十
三
万
千
件
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
十
年
間
そ
の
貯
金
の
全
部
払
戻
し
が
な
い
当
該
通
常
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
、
旧
郵
便

貯
金
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
機
構
が
催
告
書
を
発
送
し
た
件
数
は
、
平
成
十
九
年
度
は
約
二
万
件
、
平
成
二
十
年

度
は
約
四
万
千
件
、
平
成
二
十
一
年
度
は
約
四
万
二
千
件
、
平
成
二
十
二
年
度
は
約
七
万
七
千
件
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
案
内
及
び
催
告
書
に
対
す
る
回
答
は
求
め
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

三



旧
郵
便
貯
金
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
た
通
常
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
、
機
構
に
お

い
て
収
益
と
し
て
計
上
さ
れ
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
第

四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
他
の
収
益
及
び
費
用
と
合
わ
せ
て
損
益
計
算
さ
れ
た
上
で
、
積
立
金
と
し
て
整

理
さ
れ
て
い
る
。

当
該
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
一
号
。

以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
庫
納
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
国
庫
納
付
は
、

通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
の
決
算
処
理
終
了
後
に
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
機
構
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
度
の
決
算
処

理
終
了
後
に
初
め
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
に
、
機
構
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
庫
納
付
の
実
績
は
な
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
現
在
、
具
体
的
な
規
定
は
定
め
て
い
な

い
が
、
預
金
者
か
ら
払
戻
し
の
請
求
が
あ
れ
ば
支
払
う
こ
と
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

四



三
の
�
に
つ
い
て

国
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
及
び
労
働
金
庫
に
設
け
ら
れ
て
い
る
口
座
数
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末
時
点
で

約
十
二
億
口
座
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
経
済
活
動
の
結
果
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

三
十
四
の
国
及
び
地
域
並
び
に
二
つ
の
国
際
的
な
機
関
が
参
加
す
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
に
関
す
る
金
融
活
動

作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
に
関
す
る
勧
告
に
お
い
て
、
金
融
機
関
は
、
匿
名
口
座
及
び
明
ら

か
に
偽
名
に
よ
る
口
座
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
承
知
し

て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
い
わ
ゆ
る
仮
名
預
金
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
こ
れ
を
認
め
た
事
実
は
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

五



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
記
録
が
存
在
し
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。

四
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

五
及
び
六
の
�
に
つ
い
て

外
国
で
は
、
国
等
が
い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
を
公
益
等
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
我

が
国
に
お
け
る
休
眠
預
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
成
長
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
推
進
会
議
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
管
理
手
数
料
を
徴
収
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、個
別
金
融
機
関
の
経
営
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
取
扱
い
に
関
し
、
監
督
官
庁
が
金
融
機
関
に
対
し
て
何
ら
か
の
要
請
や
指
導
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

六
の
�
に
つ
い
て

六



い
わ
ゆ
る
休
眠
預
金
に
つ
い
て
は
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合
及
び
漁
業
協
同
組
合
に
お
い

て
も
、
各
業
界
団
体
が
取
扱
基
準
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

七


